
 

 

 

 

 

 

 

 

【特徴】 

・総合的な女性施策活動拠点としての機能を持った女性センターとしての地位を確立することを

目指して、加古川市青少年女性センターに設置された複合施設。 

・大学と連携して講座を企画・立案、実施することにより、男女共同参画センターにとって魅力

的な質の高い講座を提供することが可能になるとともに、大学にとって広報・運営面でセンタ

ーの協力を得ることが可能になった。 

・平成１４年度にセンター事業として開催された「協働のまちづくり基礎講座」の講師を務めた

兵庫大学の先生が、その後の共催講座のコーディネータとして活躍。 

【事業概要】 

 兵庫大学付属研究所と加古川市男女共同参画センターが共催により、「男と女まちの元気づくり

講座『キーワードは“協働”』」を開催。男女がともに生き生きと暮らせる地域社会の実現をテー

マに、協働とは何かについて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（連携・協力のはじまり） 

地域の大学との連携により、ニーズの高い魅力的な講座・セミナーを提供 

地域：兵庫県加古川市 

 主体：加古川市男女共同参画センター（公設公営） 

 場所：〒675-8501 加古川市加古川町北在家２０００ 

連絡先： ＴＥＬ （０７９４）２７－９７６７     FAX （０７９４）５４－４１９０ 

ホームページ： http://www.city.kakogawa.hyogo.jp/hp/jinken/danjyo/main.htm 

加古川市 

男女共同参画センター  

兵庫大学 

付属研究所 

職員政策研究会 

まちづくりに関する市職員と研究所メンバーとの私
的勉強会。 
現在では、加古川市の内規による位置付けを得
て、様々な政策課題について調査・研究を実施。 

連携・協力 

 
「県民の参画と協働の推進に関

する条例」施行(平成 15年 4月) 

講座の総合調整 
講座の企画・広報・運営

を共同で実施 

地域貢献活動を実施するという大学の理念 

女性学長が就任(2003 年) 

ニーズの高い公開講座の提供 

魅力的な講座の提供 

過去のセンター講座の講師を務め
た兵庫大学の先生が、その後の講
座のコーディネータとして活躍 

男と女まちの元気づくり講座「キーワードは“協働”」 

＜事例６＞ 



■男と女 まちの元気づくり講座「キーワードは“協働”」２００３年度 講座日程 

日 時 タイトル 講 師 会 場 

5/17（土） 

14:00～16:00 

協同とは何か 与那嶺 学 

(協働研究所代表取締役) 

加古川市

勤労会館 

5/24（土） 

14:00～16:00 

自分流で無理のない起業の形 木田 聖子 

((株)チャイルドハート代表) 

加古川市

勤労会館 

5/31（土） 

14:00～16:00 

自尊と協同 

－家庭・地域の再生に向けて－ 

伊東 康子 

(仏教大学社会学部講師) 

加古川市

勤労会館 

6/7（土） 

14:00～16:00 

地域の課題解決のために 小森 星児 

(ひょうごボランタリープラ

ザ所長,神戸山手大学前学長) 

加古川市

勤労会館 

6/14（土） 

14:00～16:00 

コミュニティを元気にする活動

－その成功の秘訣－ 

中村 順子 

(CS 神戸理事長) 

兵庫大学 

6/21（土） 

14:00～16:00 

天の半分とはいうけれど 

－「協働」で目指す地域社会－ 

相川 康子 

(神戸新聞論説委員) 

兵庫大学 

 

【受講者の声】 

・私も事業をしたいと思って今やり始めたところなので、とても参考になった。 

・なかなか面白い講座だった。このような講座が、兵庫大学として学外へゆきかけるひとつの手

段として駆るようされてはどうか。 

・初めての参加で、聴講してよかったと思えればと考えていたが、そのとおりで、理解できて知

らなかったことを勉強でき、とても有意義でよかった。 

 

【課題】 

・センター職員等の個人的なネットワークに頼りすぎずに、今後の連携先をいかに開拓していく

かが課題。 

 

 

 




